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 １１月は報恩講 

 

秋の風景 
◆住職閑話 
新型コロナウイルス（COVID-19）は、収束せず不安な⽇々をお過ご

しのことと思います。いまだに多くの⽅が感染され、さらに冬にかけ

て再拡⼤の懸念が報道されています。正定寺に帰ることもできず皆様

にご迷惑をおかけしており、深くお詫び申しあげます。 
 
やられたら やり返す 倍返しだ 

ドラマ「半沢直樹
はんざわなおき

」はご覧になったでしょうか︖７年前のシリー

ズ１では、決め台詞
せ り ふ

の「やられたら やり返す 倍返しだ」が流

⾏語⼤賞になり、今回のシリーズ２も⼤きく注⽬を集めました。

あらすじは、主⼈公である銀⾏マン半沢直樹が、次々に発⽣する

トラブルを乗り越え、さらに理不尽な要求を突き付ける相⼿を

完膚
か ん ぷ

なきまでにやり返します。「やられたら やり返す 倍返し

だ」も、時には「１０００倍返し」にもなりました。 

 
私たちのちかい 
一、 
⽣かされている
ことに気づき 
 
⽇々に精⼀杯

せいいっぱい
つ

とめます 
 
⼈びとの救いに
尽くす仏さまの
ように 
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銀⾏員としての正義と誇りをかけ、相⼿の不正を暴く姿は、まさ

に痛快で多くの⼈に共感を呼びました。しかし現実の世界では、

いかがでしょうか︖仕返しの繰り返しで、⾃分も相⼿も傷つき、

実際は⼤変恐ろしいことです。 

 

やられても やり返さない 仏教だ 

お釈迦様が説かれた経典『ダンマパダ（法句経
ほっくきょう

）』には、『実に

この世においては、怨
うら

みに報
むく

いるに怨みを以
もっ

てしたならば、つい

に怨みの息
や

むことがない。怨みをすててこそ息
や

む。これは永遠の

真理である。』（ダンマパダ第 1 章第 5 句 中村元訳）とありま

す。恨みの連鎖は途切れることはないとのお諭しです。築地本願

寺も掲⽰板に１０⽉の⾔葉として「やられても やり返さない 

仏教だ」と掲載しました。タレントの中⽥敦彦
なかたあつひこ

さんが、築地本願

寺に来られた時に、⼦ども向けの仏教書を読んで、半沢直樹⾵に

話した⾔葉です。これもマスコミ取り上げられ、「良い⾔葉」な

どと反響がありました。 

 

恩返し 

半沢直樹⾵の⾔葉は、他のお寺掲⽰板でも取り上げられました。 

「やられなくても やりかえす 恩返しだ」（福岡県 永明寺） 

「倍返しするのは ご恩にしよう」（⾹川県 ⼀⼼寺） 

恨みよりも恩を⼤切にしようとの⾔葉です。この「恩」の字源は

⼈が⼤きな布団の上に寝転がる姿を表す⼼だと⾔われています。

⾃分を⽀えてくれる⼤きな⼼です。「恩」には親の恩や先⽣への

恩などありますが、私たちが⼤切にしたいのは、阿弥陀仏への恩

である「仏恩
ぶっとん

」です。さらにはその「仏恩」を浄⼟真宗のみ教え

として私たちに顕かにしていただいた親鸞聖⼈に対する「恩」で

す。１１⽉には親鸞聖⼈のご恩に感謝する報恩講
ほうおんこう

を正定寺で営み

ます。また来年にはご本⼭・⻄本願寺での「御正忌
ご し ょ う き

報恩講」や各

家庭での「廻り報恩講」も営みます。少しでもご恩返しができる

⽣き⽅をともどもに歩みたいものです。 

浄土真宗 
 

■本山 
龍谷山 本願寺 
（京都・西本願寺） 

 
 

■本尊 
阿弥陀如来 

（南無阿弥陀仏） 
 
 

■教義 
阿弥陀如来の本願力
によって信心をめぐ
まれ、念仏を申す人
生を歩み、この世の
縁が尽きるとき浄土
に生まれて仏とな
り、迷いの世に還っ
て人々を教化する。 

 
 

■生活 
親鸞聖人の教えにみ
ちびかれて、阿弥陀
如来のみ心を聞き、
念仏を称えつつ、つ
ねにわが身をふりか
えり、慚愧

ざん ぎ

と歓喜の
うちに、現世祈祷な
どにたよることな
く、御恩報謝の生活
を送る。 
 

 

■宗門 
この宗門は、親鸞聖
人の教えを仰ぎ、念
仏を申す人々の集う
同朋教団であり、
人々に阿弥陀 如来の
智慧と慈悲を伝える
教団である。 
 
それによって、自他
ともに心豊かにいき
ることので きる社会
の実現に貢献する。 
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主な法要⾏事の報告 
◆８⽉ 

７⽇（⾦）七⽇盆会 正定寺廟所納⾻法要 
      ＊２８名の参拝 

＊『探訪 真宗⺠俗−儀礼の伝承と現代社会』 
東本願寺出版で以前の七⽇盆が紹介されました。 

１０⽇（⽉）ご法話会          
１４⽇（⾦）⾼堂会式 ＊夏まつりは中⽌ 
１５⽇（⼟）盂蘭盆会 ＊１３名の参拝 
１６⽇（⽇）宗祖⽉忌法要 
１８⽇（⽕）正定寺会式＊２０名の参拝 

仏教婦⼈会例会 
２２⽇（⼟）第 41 回ふるさと⽂化のつどい＜中⽌＞ 
 
◆９⽉ 

１⽇（⽕）⽉初晨朝勤⾏ 
５⽇（⼟）⾨徒総代会 

 ９⽇（⽔）ご法話会＜中⽌＞ 
１２⽇（⼟）護法会機関紙「みちづれ」編集委員会 
１６⽇（⽊）宗祖⽉忌法要 
１９⽇（⼟）安楽寺会式 仏教婦⼈会例会 
１９⽇（⼟）から２５⽇（⾦）秋季彼岸会 
２２⽇（⽕）秋季彼岸会・⾨徒講物故者追悼法要＊２３名の参拝 
 
◆１０⽉ 

１⽇（⽊）⽉初晨朝勤⾏ 
９⽇（⾦）ご法話会＜中⽌＞ 

１５⽇（⽊）仏教婦⼈会例会 
１６⽇（⾦）宗祖⽉忌法要 
１７⽇（⼟）宇陀北組 住職会 
１８⽇（⽇）⾨徒総代会 
 

 

 
 

七日盆 
正定寺廟所 

 
 

サギソウ 

 
 
蓮 

 

 
 

盂蘭盆会 

 
 

秋季彼岸会 
門徒講物故者追悼法要 

 
 

正定寺会式 

大晦日の予定 
 
12 月 31日（木） 
17:00  除夜会 
 
23:20  除夜の集い（鐘） 

年始の予定 
 
１月１日（金） 
1:00 元旦会 
 
１月５日（火） 
10:30 お鏡開き 
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       ＜宗門ポスター＞ 

 
新型コロナウイルス感染症の影響で、私たちの⽇常は⼤きく変

化しました。「新しい⽣活様式」という名のもと、試⾏錯誤の⽣
活が続いています。このコロナ禍の⽣活のなか、改めて我が⾝の
すがたを⾒つめさせていただくことの⼤切さを感じます。 

 
他⼈の悪いところはよく⽬につくが、⾃分の悪いところは気づ
かないものである。（『蓮如上⼈御⼀代記聞書』現代語版） 
と蓮如上⼈はおっしゃっています。他⼈のすがたは私からよく
⾒えますので、他⼈のことを指摘することはそれほど難しいこ
とではありません。しかし、⾃⼰中⼼的な考え⽅にとらわれて
⽣きている私が、⾃分の悪い点を⾒つめて改善することは⾮常
に難しいことです。 
 
 蓮如上⼈は先のお⾔葉に続いて、 
もし⾃分で悪いと気づくようであれば、それはよほど悪いから
こそ⾃分でも気がついたのだと思って、⼼をあらためなければ
ならない。⼈が注意をしてくれることに⽿を傾け、素直に受け
⼊れなければならない。⾃分⾃⾝の悪いところはなかなかわか
らないものである。（同上） 
とも⽰されています。 
 

 普通の鏡は、表⾯のすがたしか映しません。しかし、仏法とい
う真実の鏡は、私の⼼のままのすがたまで映し出してくださいま
す。仏法の鏡を通し、改めて我が⾝のすがたを⾒つめながら、仏
法を道しるべとして、何に気をつけ、何をさせていただくことが
できるのか、共に考えさせていただきましょう。 

今後の予定 

●報 恩 講 
11 ⽉７⽇（⼟） 
14:00 逮夜法要 

正信念仏偈作法 
 

19:00 初夜勤⾏ 
⼗⼆礼、御伝鈔 

 
８⽇（⽇） 

6:30 晨朝勤⾏ 
正信偈（⾏譜） 

 
9:30 ⽇中法要 

宗祖讃仰作法３種 
 
法話各座に引続き 
講師︓藤原 慎師  

兵庫県養⽗市 
⼤⾕派正定寺 

 
＊コロナ対策のた
め２座の減。⾨徒
講お斎、朝粥会も
中⽌いたします。 
 
11 ⽉ 22 ⽇（⽇）

安楽寺報恩講 
 

12 ⽉ 12 ⽇（⼟）
13:30 
先師会 

東森てる 50 回忌 
法供養法座         

講師︓蕚 慶典師 
⼤阪・壽光寺 

 
＊歳末の集いは中
⽌いたします。 
 
＊各法要⾏事はコ
ロナの影響等で中
⽌、変更する場合
があります。 
＊ご参拝時には、
検温、⼿洗い、マ
スクの着⽤をお願
いいたします。 
 


